
め、保険者や事業者が、職場でがん検
診を受ける機会がない人に、市町村で
のがん検診を受診するように情報提供
することなどを連携の具体例として挙
げている。
　このほか、保険者や事業者が受診者
の健康情報を扱う時に、個人情報保護
法や各種ガイドラインに留意する必要
があるとして、精度管理などのために
がん検診データを取得するときには、
利用目的を特定したうえであらかじめ
受診者本人の同意を得る必要があるこ
とも明記した。
　マニュアル案は、当初はガイドライ
ンとして策定が検討されたが、職域の
がん検診には法的根拠がないことなど
からマニュアルとされた。その位置付
けとして、「現在、特定の目的をもっ
て行われている既存の任意型検診を妨
げるものではない」としている。

ず、任意型検診として実施する際には
「適切な説明に基づき、個人レベルで
検討する」と示された。
　一方、がん検診は「適切な精度管理
の下で実施するのが重要」として、精
度管理のためのチェックリストも示し
た。がん検診の実施にあたって、検診
機関には「事業評価のためのチェック
リスト」を用いて市町村が行うがん検
診の精度管理を行うことが指針で示さ
れていることから、マニュアル案では
職域のがん検診においても、これに準
拠して、精検受診率やがん発見率など
の精度管理の評価を行うべきとした。
　さらにマニュアル案では、がんの死
亡率減少には、がんに関する正しい知
識を持つことが重要として、保険者や
事業者、検診機関でも、がん検診受診
への普及啓発に取り組むことが望まし
いと指摘。また、市町村が実施するが
ん検診と職域のがん検診の連携も求

　マニュアル案では、胃がんについて
は50歳以上を対象に胃X線検査または
胃内視鏡検査のいずれかとして、原則
として「２年に１回」、ただし、胃X線
検査については「当分の間、40歳以上
を対象として差し支えない」、実施回
数も「年１回で差し支えない」とした。
　ほかの４つのがんについても、市町
村が行うがん検診の指針となる「がん
予防重点健康教育及び実施のための指
針」で示された内容と同様の検査項目、
対象年齢、受診間隔を求めている。
　これに加えて、５つのがんの検診で
の検査方法の中で、推奨レベルの低い
ものも示した。胃がん検診でのヘリコ
バクターピロリ抗体検査や、肺がん検
診での低線量CT、乳がん検診での超
音波検査などは、推奨レベルが低いレ
ベルIとして表記された。レベルIは、
現段階では死亡率減少効果が不明であ
ることから、対策型検診として推奨せ

公益財団法人 日本対がん協会　「日本対がん協会」と「対がん協会」は登録商標です
〒104−0061　東京都中央区銀座７−16−12　G−7ビルディング９階

☎ 03−3541−4771　℻ 03−3541−4783　http://www.jcancer.jp/
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主
な
内
容

２〜３面　�ワールドキャンサーデー特集

４〜５面　�マイ・オンコロジー・ドリーム
　　　　　奨励賞受賞者現地レポート

６面　�第41回保健師・看護師研修会

１部70円（税抜き）

　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生活
での悩みなどの相談（無料、電話代は別）に、看護師や
社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライン」（☎
03−3541−7830）を開設しています。祝日を除いて毎日午
前10時から午後6時まで受け付けています。相談時間は
1人20分まで。予約は不要です。

　日本対がん協会は医師による面接・電話相談と社労士による就
労の電話相談（ともに無料、電話代は別）を受け付けています。予
約・問い合わせは月曜から金曜の午前10時から午後５時までです。
　医師による相談は電話が１人20分、面接は30分、社労士によ
る電話相談は40分になります。詳しくはホームページ（http://
www.jcancer.jp/）をご覧ください。

がん相談ホットライン　祝日・年末年始を除く毎日

03−3541−7830

医師による面接・電話相談（要予約）
社労士による就労相談（要予約）
予約専用　03−3541−7835

職域のがん検診　マニュアル案を策定
適切な精度管理求める　がん検診のあり方検討会
市町村のがん検診の指針と同様の検査項目など示す

　厚生労働省の「がん検診のあり方に関する検討会」が２月７日開かれ、職場での適切ながん検診の普及を目的とす
る「職域におけるがん検診に関わるマニュアル」案が了承された。職場でのがん検診には法的根拠がなく、検査項目
や対象年齢、検診の実施方法は、事業者や保険者ごとに異なっている。マニュアルは、事業者や保険者ががん検診
を任意で実施する際の参考としてもらうのが狙いで、がん検診の種類を胃がん、子宮頸がん、肺がん、乳がん、大
腸がんの５つとして、検診項目や対象年齢、受診間隔を明確にした。
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ませんか」といいきかせることで、気持ち
が軽くなったと明かした。１月から始めた
抗がん剤治療にも不安を認めながらも、「治
療を受けることで新しい自分に出会うため
にがんと向き合いたい」と話した。
　小西さんは、13年前に20センチもの大
きな腎臓がんが見つかり、主治医からは

「今死んでもおかしくない」といわれながら
も回復した。告知された夜に泣き明かした
翌朝、がんも水虫と同じ「治療」であると思
うようになった経験を語り、がまんせずに
泣いて、肩の力を抜き、無理に前向きにな
らず、受け入れることの大切さを、ユーモ
ラスな語りで強調した。

会社トップが社員を大事にする姿勢

　第２部のシンポジウム「がんとの共生社
会を目指して」では、まず中川恵一東京大
学医学部准教授が、がんになっても仕事と
治療が両立できるよう、がんになる前にが
んについて知っておく学校や職域でのがん
教育の大切さなどを基調講演した。会社員
が在職中に事故以外で亡くなる原因は約９
割ががんであるというデータも紹介し、「経
営者の理解が社員を守る」として、経営者
と社員ががんを知ることで職場のがん対策
が進むことを強調した。
　続いて村本高史・サッポロビール・経営戦
略部プランニング・ディレクターが、食道
がんで声帯を失いながらも声を取り戻す訓
練を続け、仕事も続けている想いを講演し

想像できず、がんになるとできないことの
イメージに自分も上司もしばられていたこ
とを振り返った。「がん患者は自分の経験を
誇りに思って、多くの人と共有してほし
い」と語った。
　向井さんは35歳の時に子宮頸がんにか
かり、以後、その後遺症などで何度も手
術を受け、2013年にはS状結腸がんがわか
り、計18回の手術を受けたことを告白し
た。当初は気持ちのコントロールがまった
くできなかったものの、18回目の手術の
ころには心の持って行き方のスペシャリス
トになっていたとして、「病気が治ったら
何をしよう」と前向きなイメージを持つこ
とで乗り越えてきたことを紹介した。
　S状結腸がんの発見も早期だったことか
ら「早期発見と患者の気の持ちようが大事」
と、患者としての気の持ち方を準備してお
くことを訴えた。
　古村さんは、2011年に見つかった子宮
頸がんが、昨年３月に再発し、治療で落ち
着いていたのが、昨年11月末に再々発し
たことを告白。「がんをやっつけてやるぞと
いう気持ちを続けてきたが、三度目となる
と、それが厳しいと痛感した」と語った。
　しかし、その想いを吐き出したくなって
開き直り、この日、告白したという。自分
の体とがんにも「共に長く歩み合っていき

　ワールドキャンサーデーの２月４日、が
んとの共生社会を目指す「ネクストリボン
プロジェクト」のプレゼンイベントとシン
ポジウムが開催された。ネクストリボンプ
ロジェクトは朝日新聞社140周年ならびに
日本対がん協会60周年の記念事業で、が
んになっても生き生きと活動できる社会、
がんを自分の問題として考え、早期発見
に向けてがん検診を受けることが当たり前
になる社会の実現を目指している。この日
は、がんを経験した俳優や患者団体の代表
らが経験や想いを語るプレゼンイベント
と、仕事と治療の両立をテーマにしたシン
ポジウムの２部制で、350人ずつが熱心に
聴き入っていた。
　プレゼンイベントでは、こどものいるが
ん患者向けの交流サイト「キャンサーペア
レンツ」の代表理事の西口洋平さん、文筆
家の松さや香さん、タレントの向井亜紀さ
ん、俳優の古村比呂さん、小西博之さんの
５人が、自らのがん経験を踏まえて、がん
になって気づいたことや現在の想いを語っ
た。

想いの共有が力

　西口さんは、４年前に胆管がんと診断さ
れた時に７歳だった娘のことが心配で不安
だった中、その気持ちを共有できる場がな

かったことから2016年４月に
サイトを立ち上げた経緯を説
明。この活動で仲間ができて社
会に発信できたことが生きる
力になり、自分も主治医からは

「奇跡的な状態」といわれるまで
回復できたことを紹介し、同じ
境遇の人とつながり語り合うこ
との大切さを訴えた。
　出版社の雑誌編集の仕事をし
ていた29歳のときに若年性乳
がんの告知を受けた松さんは、
治療費を払うために働くしかな
かった中、どのように治療しな
がら働くか、周りも自分も全く

ワールドキャンサーデー特集

ネクストリボン シンポジウム開催
がんとの共生社会目指し　日本対がん協会60周年記念事業

横手社長と小林CAOの鼎談

がんへの想いが語られたプレゼンイベント
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た。村本さんは、がんサバイバーとなったこ
とで自分ならではの貢献ができるとして、
働くことに強い使命感があり、それが企業
の活力の面でも重要ではないかと語った。
　その後、社内で積極的ながん対策支援に
取り組んでいる横手喜一・ポーラ社長と小
林文彦・伊藤忠商事専務執行役員CAOによ
る鼎談が行われ、経営戦略としてがんとの
共生を支援している姿勢などが語られた。
　横手社長は、乳がんがわかって、がん患
者向けのボランティア活動に取り組んでい
るショップオーナーとの出会いをきっかけ
に社内のがん共生プログラムを作ったこと
を紹介。その姿勢を社員やビジネスパート
ナーに宣言することが大切と語った。
　小林CAOは、がんで亡くなった社員が

「日本で一番いい会社」といってくれたこと
をきっかけに、昨夏に社員のがん治療と仕
事の両立支援策をまとめた経緯を説明。が
んになっても申告しやすく、治療を受けて
復職するときにも戻りやすいように支援コ
ーディネータを付けるなどの取り組みを紹
介した。２人に１人ががんになる時代で
は、全社員が家族などどこかにがんになる
人がいることになる。「経営側が無関心でい
ることは損失となり、企業の大小にかかわ
らず対策が必要」と訴えた。
　さらにその後はキャンサーペアレンツの
西口さん、タレントの向井さん、若尾文
彦・国立がん研究センターがん対策情報セ
ンター長をパネリストに、パネルディスカ
ッション「がんとの共生社会を目指して」が
開かれ、仕事と治療の両立について議論さ
れた。
　西口さんは、がんとわかったときに会社
には制度も何もなく、年収も半分になり年
休もなくなったが、小さな会社だからこそ
情があり、社長も何ができるのかと、人間
として聞いてくれて気持ちでつながってい
ると思えたことが大きかったと語った。
　若尾センター長も、小さな会社でも制度
などができなくても家族との思いで就労支
援ができる。それをするには、会社のトッ
プが社員を大事にする会社であることを社
員に伝えることが大事と訴えた。
　向井さんは、がんになったときに誰に相
談するのかなど、避難訓練のように備えて
おくことの必要性などを訴えていた。

　２月４日のワールドキャンサーデーに浜
離宮朝日ホール（東京都中央区）にて、国際
対がん連合（UICC）日本委員会主催の市民
公開講座が開催された。UICC日本委員会
はUICC本部と連携しながら、各種の対が
ん活動を行っており、この日は世界統一の
キャッチフレーズ「We can, I can」がテー
マとなった。
　公開講座のプログラムは３部構成にな
っており、19名の登壇者が３つに分かれ、
パネルディスカッション形式で行われた。
　第１部の『がんは予防できる』では、中釜
斉・国立がん研究センター理事長が「１次予
防としてがんの原因となるものを避けるこ
と、２次予防として検診を受けて早期発見
すること」と話し、中村丁次・神奈川県立
保健福祉大学学長は「これを食べるといい
というような普遍的に正しい話はない」と
断言し、個別医療の重要性を説いた。そし
て、子供向けの“教育”（学ぶこと）と、大人
向けの“啓発”（学んだことを行動に移すこ
と）が必要だとまとめられた。
　第２部の『全てのがん患者に優れた医療
を！』では、門田守人・日本医学会会長が

「日本の保険制度は非常に優れているが、
患者がおくる社会生活は優れたものとは言
えない」と問題提起をし、主に就労問題に

はなく、がんを経験していることも含めた
視点で考えるようにしていくべきだとの意
見が上がった。
　第３部の『一緒に行動しよう』では、複
数の登壇者からUHC（Universal Health 
Coverage）の話が出され、すべての国、
すべての年齢の人が均等な治療を受けられ
るよう、力を合わせて変えていかなければ
ならないこと、そして、日本はアジアで貢
献できるプラットフォームを持っているの
で、次世代のための連携が必要であること
が語られた。
　その後、場所を汐留に移し、ライトアッ
プイベント「LIGHT UP THE WORLD」
が行われ、がんに立ち向かう決意を表した
UICC カラーである「ブルー」と「オレンジ」
のイルミネーションで会場が彩られた。

ついて意見が交わされ
た。佐々木昌弘・厚生
労働省がん・疾病対策
課長は「働き方改革と
して、がん患者の方た
ちにとって働きやすい
環境を作っていかなけ
ればならない」と述べ、
雇用の面でのダイバー
シティ（多様性）は、人
種や性別だけのことで

ワールドキャンサーデー特集

それぞれのキーワードを語る登壇者たち

「つながる力、つなげる想い／
みんなでできる　ひとりでもできる」

市民公開講座開催
UICC日本委員会による

ワールドキャンサーデーをアピール

テーマは
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　日本対がん協会RFLマイ・オンコロジ
ー・ドリーム奨励賞をいただき、2017年
10月より米国テキサス大学MDアンダー
ソンがんセンターに留学をしておりま
す。このような貴重な機会をいただいた
ことを心より感謝しております。
　私は同センターの乳腺腫瘍学講座で乳
がんに関する臨床研究および、臨床と基
礎研究を橋渡しするトランスレーショナ
ルリサーチに従事しています。もとも
と、日本では乳がんの専門医として診療
と研究に携わっていましたが、治療の効
果が乏しい患者さんや若くしてお亡くな
りになる患者さんを前に、臨床面からの
寄り添いの大切さに加え、研究面からの
根本的な進歩の重要性を強く感じること
が多くありました。
　乳がんの診療は日々進歩しており、治
療成績は年々向上していますが、それで
もまだわかっていないことも多く、限界
がある中で患者さんの意向と相談しなが
ら治療方針を決める場面がしばしばあり
ます。その中で患者さんにとってベスト
な治療ができるように、研究の素養をも
っと勉強し、患者さんのためになる研究
を生涯にわたって続けていきたいと思う

ようになり、今回の研究留学を志願する
に至りました。
　渡米してから約４ヶ月が経過し、周囲
の方々の温かいサポートのおかげで、職
場や生活にも慣れてきました。研究の立
案をする中で、必要となる知識やマネー
ジメントを、世界の最先端をいくセンタ
ーで素晴らしい上司と同僚のもと、学ぶ
ことができている充実感を日々感じてい
ます。
　また、毎週数多くの講演やカンファレ
ンスが院内で開催されており、乳がんに
ついてはもちろん、がん全般の最新知識
について様々な視点から学ぶことができ
ています。臨床診療においても進んでい
る点も多く、研究の傍ら米国の現場の診
療を見学し、良い点を吸収して帰国後還
元していきたいと思っております。
　先日出席したカンファレンスでとても
印象に残っているものがあります。それ
は、現在治療中の患者さん方をお招き
し、最新の学会で発表された情報を医師
が説明をし、ディスカッションを行う形
式のものでした。
　患者さんからの議論の内容は活発かつ
高度で、報告された結果がどのように明
日からの診療に反映できるものなのか、
またそれぞれの患者さんにどのように適
応できるものなのか、について正確かつ
わかりやすくなされていました。後半で
は、施設や診療体制についての意見交換
がなされ、患者さんの意見を尊重しなが
ら、医療者と患者さんがお互いベストと
思える医療を実現しようと努力する志が
感じとれ、心に刻まれました。
　このように日常のなかにある様々な場
面が、私にとっては意味を持って感じら
れることが多く、それらを心に留めて、
日本の医療や患者さんへお返しできるよ
うに努めていきたいと思っています。

　このたび、日本対がん協会が主催する
2016年度RFLマイ・オンコロジー・ドリ
ーム奨励賞を受賞し、2017年10月より
MDアンダーソンがんセンターで研修し
ております。
　私は日本では血液内科医として、主に
白血病などの血液悪性疾患に対して同種
造血幹細胞移植を行い、またその合併
症である移植片対宿主病（GVHD）に関
連した臨床研究を行っていました。こ
ちらでも移植に関連した研究を行うた
め、Dr.	Richard	E.	ChamplinがChair
を務める部門（Department	 of	 Stem	
Cell	Transplantation	 and	Cellular	
Therapy）に所属し、以前、日本で行わ
れた講演会で面識があったDr.	 Simrit	
Parmarのラボで研修しています。
　Dr.	 Simritは約１年前に独立して自
分のラボを立ち上げたばかりで、私が
研修を始めた当初は博士研究員（ポスド
ク）、ラボマネージャー、実験助手が１
人ずつ、計４人の小さなラボでした。そ
の後、私を含めポスドク３人、実験助手
２人が加わり、急速に人数が増えていま
す。研究テーマは臍帯血由来の制御性T
細胞を体外増殖させてGVHDなどの炎

り、辛い時もありますが、今月からなん
とかマウスを用いたプロジェクトを始め
られました。非常に貴重な経験を積んで
いると日々、実感しています。
　ポスドクの立場としてはラボで実験す
るのが基本ですが、幸いボスが週１回外
来を行っていたので、最初の２ヶ月ほど
の間、外来見学をさせてもらいました。
また机とパソコンをクリニカル・フェロ
ーの部屋にいただいているので、時折ク
リニカル・フェローから臨床の情報を聞
いたり、臨床カンファレンスに参加して
臨床情報をのぞいたりしています。
　せっかくの機会なので、時間を見つけ
て臨床分野も覗き、日米での臨床システ
ムの違いを体感し、こちらの良い部分を
吸収し、日本での臨床に生かせるように
と考えています。
　最後に、今回このような素晴らしい機
会を与えていただき、様々な形でサポー
トしていただいているみなさまに深く感
謝申し上げます。みなさまに少しでも恩
返しができるように充実した研修生活を
送り、多くのことを吸収して日本へ持ち
帰ることができるように精進していきた
いと思います。

症疾患に対して抑制効果を
発揮するか検証するもので
す。私は基礎研究の経験が
ほとんどないので、細胞培
養やフローサイトメトリー
などの手技をトレーニング
しながら、実験計画を練っ
ています。
　ボスからは常々、チーム
のリーダーとしての自覚を
持ち、プロジェクトを推進
していくように指導されて
います。とはいえ、新参者
の基礎研究未経験の身であ

　日本対がん協会主催のRFLマイ・オン
コロジー・ドリーム奨励賞をいただき、
2017年10月からシカゴ大学Biological	
Science	Division教授の中村祐輔先生の
ラボ（研究室）で客員研究員として研究生
活をしています。現在、世界中で進行肺
がん患者に対する免疫療法の開発が盛ん
に行われていますが、高額な治療費を要
するにも関わらず、免疫療法が有効な患
者さんを選別する手法は残念ながら未だ
確立していません。そのような背景か
ら、私は肺がん患者さんのがん組織を用
いてT細胞受容体解析を行い、免疫療法
が効果的な患者さんを予測する手法を見
出す研究を行っています。
　シカゴ大学の研究室・実験室の規模は
大きく、次世代シーケンサーをはじめ、
使用できる機器に関しても潤沢な環境で
あることに当初は大変驚きました。ま
た、渡米した直後にノーベル賞受賞者の
発表があり、シカゴ大から経済学賞の受
賞者が新たに輩出されたように、未来を
切り開こうとする探究心はもちろんのこ
と、シカゴ大全体の研究環境の素晴らし
さやセミナーの多さも非常に刺激的に感
じました。米国の研究環境の良さ、分業
効率の良さ、潤沢な研究資金や寄付・ボ
ランティアの習慣など、日本を離れて異
国の環境や文化を知る事で、日本の良
さ、米国の良さを比較することができる

研究生活をしていても、出会うアジア人
の多くは中国あるいは韓国からの留学
生・研究者であり、日本人はかなりの少
数派になっています。
　この事実は日本人として大変残念に思
いましたし、アメリカにおける日本の存
在感がさらに希薄になってしまうのでは
ないかと危機感を覚えました。これは、
10年後、20年後の日本の科学力、医療
開発力が落ちてしまうことにつながって
しまうことかもしれません。世界の研究
者と英語で同等に議論するためには、相
手の文化や考え方を学ぶような経験を積
むことが不可欠であり、一人でも多くの
日本人に留学を意識してもらいたいと思
いました。ぜひ、若い皆さんには日本だ
けに留まらず、一度日本を飛び出して世
界で活躍する意識を持ち、それぞれの目
標に取り組む気持ちを忘れないでほしい
と思います。
　最後になりますが、私のシカゴ大学で
の研修は、対がん協会の皆さんや患者さ
んとそのご家族、そして大学の先生方や
スタッフなど沢山の方々の協力・支援が
あって実現できました。この場を借り
て、心から深く感謝申し上げます。私の
シカゴでの経験を生かし、帰国後に患者
さんに希望と笑顔を届けられるように、
残りの留学生活も努力を続けたいと思い
ます。

ことは大変良い経験だと
感じています。
　一方で、シカゴ大学に
おける「日本人」の少なさ
に大きな衝撃を受けまし
た。アメリカに留学する
日本人が少なくなってい
ることは昨今メディアで
も度々報道されています
が、実際にシカゴ大学で

効果的な免疫療法の予測手法を研究 移植片対宿主病を抑える基礎研究に取り組む患者の意見を診療に反映する現場を見学
東北大学大学院医学系研究科 呼吸器内科学分野　宮内 栄作 聖路加国際病院 乳腺外科　喜多 久美子

ラボマネジャーのWilliam Schuler氏と

大阪市立大学大学院医学研究科　西本 光孝

メンターの中村祐輔先生（右）と

米国サンアントニオ乳がんシンポジウムに
て、メンターである上野直人教授（右）、同僚の
Dr.Jose R Fernandezと

　地域のがん医療の充実を図るために、リレー・フォー・ライフ（RFL）に寄せられた寄付金をもとに、若手医師を奨学医とし
てアメリカに派遣するRFLマイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞を受賞して、現在シカゴ大学医学部で研修中の宮内栄作さん、
テキサス大学MDアンダーソンがんセンターで研修中の喜多久美子さんと西本光孝さんから現地レポートが届きました。が
ん患者や家族の夢をのせて、研修に励む３人に、現地での取り組みや研修を始めての想いなどを報告していただきました。

マイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞2016年度受賞者

MDアンダーソンとシカゴ大学医学部での研修レポート
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　各支部や自治体等から50名を超え
る人数が参加した保健師・看護師研修
会が、２月22日と23日に東京・千代田
区の有楽町朝日スクエアで開催され
た。
　最初に、日本対がん協会相談支援室
の荒木光子相談員が、がん相談ホット
ラインに寄せられる内容や、相談を受
けるにあたって留意している点などを
報告した。

がん検診の望ましい姿は 
利益が不利益を上回ること

　次に、国立がん研究センター社会と
健康研究センターの津金昌一郎センタ
ー長が『がん検診の将来』と題して講演
した。まず、がんの罹患率や死亡数
等の最新状況を紹介。高齢化による
QOLへの対応を第一に考える必要が
あることを強調し、そのうえでがん検
診の利益と不利益について解説した。
利益としては「死亡の回避」「QOLの向
上」「（患者の）医療費の削減」「真陰性者
の安心」を、不利益では「偽陽性者への
不必要な検査・不安」「偽陽性者の治療
遅延」「検診・精密検査による侵襲や合
併症」「過剰診断・過剰治療」をそれぞれ
挙げた。「がん検診の望ましい姿は利益
が不利益を上回り、総合的利益が大き
ければ推奨すべきだ」と語った。中で
も最大の不利益となっているのは「過
剰診断」であり、これをいかに最小化
するかが課題になっていると話し、最
小化するためにはリスク層別の検診を
行ったり、要精検率を下げたり、生命
やQOL低下に帰結しないがんを診断
しないという判断も必要だと述べた。

子宮頸がん検診の日本の現状

　続いて、日本対がん協会がん検診研
究グループの小西宏マネジャーが『子
宮頸がん検診の動向と展望』をテーマ
に講演した。まず、がん検診全体の話
として、高齢化社会に伴い検診の受診
者も高齢者が増えており、発症者・死
亡者に占める割合も大きいこと、検

　「がん検診において悩んでいること
や困っていること」の発表では、皆、経
験がある内容ばかりだったようで、一
様にうなずきながら耳を傾けていた。

実践で学ぶリーダーとしての 
コミュニケーション力

　２日目は、株式会社CPIの堀井恵氏
を講師に招き、『指導力向上のために
～リーダーとしての役割、そのための
コミュニケーション力アップ～』をテ
ーマに、ワークショップが行われた。
はじめに、リーダーシップの定義を全
員の共通認識として持ち、その後、ペ
アを組んだり、４人グループになった
りして、実践形式で対話をしながら、
現状の把握と、リーダーとして解決す
べき課題や問題点、達成すべきことな
どをクリアにしていった。自分の頭の
中で考えていることが、声に出して相
手に理解してもらうように話すことに
よってより明確になり、リーダーの立
場で活かせる効果が期待される内容だ
った。

ットとデメリットを明示した。
　最後に、検診の未受診者対策とし
て、既に導入している自治体もある自
己採取HPV検査について、医師採取
のHPV検査の結果との一致率が高い
ことも紹介した。
　その後、昨年同様、北海道対がん協
会の縣有さん、宮城県対がん協会の佐
藤真由美さん、群馬県健康づくり財団
の山口泰子さん、鹿児島県民総合保健
センターの山本聖子さんが世話人とな
り、「みんなで語り合おう！」と題した
情報交換会が行われた。参加者が８つ
のグループに分かれ、「がん検診受診
率の向上」と「がん検診において悩んで
いることや困っていること」の２つの
テーマをそれぞれ４グループが話し合
い、話し合った内容を発表した。
　「がん検診受診率の向上」では、検診
の案内を封書ではなくハガキに変えた
ら受診率がアップしたことや、幼児た
ちの当園時に声をかけ、近くの公民館
で託児付きで検診を行った実績が紹介
された。また、学校に出向いてがん教
育の授業を行い、授業の終
わりに生徒にカードを配っ
て身近な大人に渡してもら
い、そのカードを持って
検診に来ると費用が割引に
なり、渡した子供にもプレ
ゼントをあげるという企画
が、子供たちからの働きか
けという視点で大変好評だ
ったことも紹介され、参加
者から注目を浴びた。

診に向くがんと向かないが
んがあることを説明。さら
に胃がん検診でABCリス
ク評価の採用が進んでいる
ことや、乳がん検診におけ
る高濃度乳房の実態や課題
などを話し、子宮頸がんに
ついては、初期で見つかっ
た場合と進行期で見つかっ
た場合の差や、細胞診と
HPV検査を併用するメリ

「第41回　保健師・看護師研修会」を開催
講演や討議、ワークショップで意識を高め、今後の業務へ活用

ペアになって話す・聴くを交互に行った

「過剰診断」に警鐘を鳴らす津金センター長
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　文部科学省が２月17日に高校の学
習指導要領の改定案を公表した。この
中で保健体育の指導内容に関して、「が
んについても取り扱うものとする」と
明記された。昨年３月に告示された中
学校の次期学習指導要領に「がんにつ
いても取り扱うものとする」と明記さ

　東京都西東京市の同市立田無第２中
学校で１月13日、東京都練馬区立光
が丘第８小学校で２月８日、日本対が
ん協会の協力でがん教育の出張授業が
実施された。講師は、いずれも東京女
子医科大学がんセンター長の林和彦教
授。田無第２中学校では、全校生徒
370人を対象に計約70分、光が丘第８
小学校では６年生28人を対象に２時
限90分の授業が行われた。
　林教授は、がんの専門医として約
30年がん患者や家族とかかわってき
た中で、がん教育の必要性を感じ、昨
年には教員免許まで取得して、学校で
のがん教育に取り組んでいる。
　中学校と小学校の授業だったが、い
ずれの授業でも林教授は、自身が中学
３年で父親を胃がんで亡くしたとき
に、その１週間前まで何も知らされて
なかったため、大好きだった父親に何
もできずに別れてしまった経緯を語
り、「知らないことのつらさ」を強調。

れたのに続くもので、2022年度から
の実施が予定されている。
　高校の学習指導要領改定案の中で、
がんの扱いが記載されたのは、保健体
育の指導内容の「生活習慣病などの予
防と回復」とした項目の部分。具体的
な内容は来年度中に検討作成が見込ま

父親のかたき討ちのためにがんの医師
になり、がん教育にも取り組んでいる
ことを明かした。
　また、一生のうちに男性では３人２
人、女性では２人に１人ががんになる
データを示し、だれもがなる可能性が
ある身近な病気であることを説明した
うえで、がんを防ぐための新12か条
を紹介。中でも「たばこを吸わないこ
とが第一」として、15歳までにたばこ
を吸ってしまうと、吸わない人より将
来がんになる確率が30倍になること
や、他人が吸うたばこの煙を吸うこと
でも肺がんの死亡率が約1.2倍になる
ことを説明し、「これから先、たばこ
を吸わないで」と強調した。
　さらに「がんを早期に見つけ治療す
ればほとんどが治る一方で、症状が出
てからでは大変」と、検診の大切さを
訴えた。
　また、授業の後半では、がん患者の
気持ちについて事前に子どもたちに書

れる学習指導要領解説に示され、保健
体育の教科書編集の参考にされる。
　文部科学省は17年度から地域の実
情に応じてがん教育の全国展開を進め
ており、小学校では20年度から、中
学校では21年度から、高校では22年
度から全面実施の方針を示している。

いてもらったメモを示しながら、林教
授が、自身が治療で接してきた患者の
想いも紹介し、大切な人ががんになっ
たときに何ができるのかという想いを
共有する時間にしていた。
　将来がんといわれた時でも「あわて
ないように今日のことを思い出してほ
しい」と、林教授は呼びかけていた。
　光が丘第８小学校での林教授の話し
方は田無第２中学校での話し方に比べ
るとやさしいものの、内容はほぼ同様
で、児童も熱心に聞き入っていた。
　また、光が丘第８小学校での授業後
には、保護者や区内の養護教諭を対象
に、がん教育の必要性を解説した。
　その中で、授業で実施したように、
子どもたちががん患者の気持ちに思い
をめぐらせることで、健康と命の大切
さについて主体的に考えることができ
るようになる効果などを指摘してい
た。

光が丘第８小学校での林教授の授業田無第２中学校での林教授の授業

高校の学習指導要領にもがん教育

西東京市立田無第２中学校と練馬区立光が丘第８小学校で

林和彦・東京女子医大教授が出張授業

古本で日本対がん協会に寄付ができます
読み終えた本やDVDなどを活用しませんか？ 詳しくは「チャリボン」

http://www.charibon.jp/partner/JCS/
お問合せ（株式会社バリューブックス）：0120︲826︲295
受付時間：10：00︲21：00（月～土）　10：00︲17：00（日）
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　５年生存率2.9％という、ステージ
Ⅳの胆管がんと闘いながら人材サービ
ス会社「エン・ジャパン」に勤務、子ど
もを持つがん患者の交流サイトを運営
する。シリーズ８回目は、一般社団法
人キャンサーペアレンツの代表理事を
務める西口洋平さん（38）に、仕事と
治療の両立について聞いた。
―がん判明が2015年２月。入院し
たものの手術は出来ず、３か月で営業
の仕事に復帰されましたね。
　手術も出来ないほど悪いのかとショ
ックでしたが、実は治療で体調は良く
なっており、会社ではまず人事部長に
相談しました。営業は数字とか目標が
あって迷惑をかけるかもしれないと怖
かったからです。仕事を辞めるという
選択肢はなかったし、会社も復帰を前
提にしてくれていました。
―様々な制度もあった訳ですね。
　というより、制度以前の話です。制
度は大事ですが、全く理解のない会社
に制度だけあっても働きやすくはなり
ません。日頃の仕事とかで信頼される
人なら会社も全力でサポートする。人
間関係というか信頼関係が大きい。う
ちでは「信頼貯蓄」と言ったりします。
―なるほど、「信頼貯蓄」ですか。
　いつだったか、入社して間もなく産
休をとった方がいて、確かに制度を使
う権利はあるにしても、お互い気持ち
よく利用してもらうには、仕事ぶりと
か信頼貯蓄が大事だよとなりました。
　社員のための制度を権利として要求

するだけでなく、売上げや業績を追求
する企業の論理とどう共存させるか考
えないと、うまく機能しません。
―あなたの復職で会社も変わった。
　制度自体は何も変わっていません。
ケース・バイ・ケースで個別対応しなが
らサポートする形です。でも、がんで
闘病中の人も働けるという会社のスタ
ンスは、社員にとってものすごく大き
なメッセージですね。
　病気がネガティブに働かず、会社も
社員もだれも損をしない。副産物とし
て「いい会社だね」と言われたり、「本
来はそれが普通じゃないの」となった
りすれば素敵じゃないですか。
―御社の社長がビジネス誌で「大事
なのは本人が働き方を選べる状態をい
かに作るかだ」と発言されています。
　ずっと長い間、リーマン・ショック
とかあったのを仲間として一緒にやっ
て来ました。うちは熱い会社ですよ。
―会社の勤務体制まで変えて、患
者同士がネットで交流する「キャンサ
ーペアレンツ」を立ち上げたのですね。
　週５日のフル勤務を週２～４日のシ
フト勤務にして、営業から人事（内勤）
に変わりました。社長に会って、いつ
何があってもおかしくない健康状態や
会社の仕事を続けたいし、子どもを持
つがん患者のための活動とも両立させ
たいと話したら「いいじゃないか」と勧
められ、それができる勤務態勢を考え
てくれました。
―それだけ必要な活動であると。
　僕は35歳でがんを告知され、病気
のことは主治医に聞けるとして、仕事
の話とか家族や子供との付き合い方、
日常生活の疑問は誰に聞いたらいいの
か全く分からなかった。患者会はあり
ますが、がん種ごとで、高齢者が多
く、若い世代は圧倒的に少ない。子ど
もは話題にしにくい雰囲気もある。気
兼ねなく子どもの話ができる同世代の
集まる場が絶対に欲しかったのです。
―キャンサーペアレンツは2016年４

月設立で登録が1500人を越えました。
　２年でこんなに集まり、やっぱり僕
だけじゃなかったのだと思います。が
んの告知を受け、同世代の仲間を探し
ている人たちが少なくない。
　子どもを持つがん患者なら誰でも無
料登録できます。登録者の平均年齢は
40代前半で７割が女性、子どもは小
学生ぐらい。一番多感な時期です。
―情報交換は盛り上がっています
か。
　例えば、高校生の息子が母親のが
んを考えて「大学に進まず働くと言い
出した」という相談があります。「大学
に行かなくても立派な人間になります
よ」としか言えなくても、病気仲間の
言葉に少し勇気付けられる。「そうだよ
ね」と納得できる。コミュニケーショ
ンが生まれること自体に意味がありま
す。どんな問題にも正解はない。仲間
に聞いたり情報を集めたりして、選択
肢が揃ったら、最後は自分で判断する
しかない。ぼくの娘は９歳ですが、子
どもにがんを伝える時期や方法だっ
て、人それぞれ、千差万別、正解なん
てありません。
―オフ会も開くそうですね。
　東京や大阪、名古屋などで年二回ぐ
らい。ソーシャルワーカーや看護師、
企業の方にも来ていただき、なるべく
オープンな形で患者さんの生の声を聞
いてもらいます。
―あなたが「人生最後の仕事」と思
っているのは会社ですか、キャンサー
ペアレンツの活動ですか。
　その両方です。キャンサーペアレン
ツで多くの仲間とつながったことで、
元気をもらっています。もっと仲間と
交流しようと呼びかけたい。こんなに
元気なのは奇跡的で主治医も驚きま
す。仲間とのつながりが身体的、精神
的効果をもたらしたケースとして研究
したいと専門医が言いだすくらいです
から。

（聞き手　ジャーナリスト　清水弟）

シリーズがんと就労⑧ 西口 洋平さん一般社団法人キャンサーペアレンツ代表理事

制度より会社との信頼関係

西口洋平さん




